様式第１号
企画提案参加申込書

令和　　年　　月　　日

（あて先）千葉市長

　「千葉マリンスタジアム再構築基本計画策定支援（技術的検討）業務委託」に係る公募型プロポーザルに参加したいので、必要書類を添えて申し込みます。

１　申　込　者
　　所在地　　
　　商号（名称）　　
　　代表者職氏名　　
　　電話番号　　
　　担当者職氏名　　
　　電子メール　　

２　平成２７年度以降における同種業務の履行実績
	[bookmark: _Hlk73694781]同種業務の履行実績

	委託名称
	

	発注者
	

	契約金額
	

	履行期間
	　　　年　月　日～　　　　年　月　日

	委託概要
	



３　添付書類
1 記載した同種業務の履行実績が確認できる書類（契約書の写し、認定書の写し、仕様書の写し、TECRIS登録書など）
　②一級建築士事務所であることを証する書類（建築士事務所登録通知書の写しなど）
　③印鑑証明書（契約書に押印する印鑑についてのもの）、（法人の場合）履歴事項全部証明書
　※③は、千葉市入札参加資格者名簿への登録がない者に限る。


様式第２号
誓　約　書

令和　　年　　月　　日

（あて先）千葉市長

（申込者）
所　在　地　　
商号（名称）　　
代表者職氏名　　

　「千葉マリンスタジアム再構築基本計画策定支援（技術的検討）業務委託」に係る公募型プロポーザルの参加申込にあたり、以下について誓約します。

（１）地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者で、次のいずれにも該当しない者であること。
1 手形交換所による取引停止処分を受けてから、２年間を経過しない者
2 当該入札日前６か月以内に不渡手形又は不渡小切手を出した者
3 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の更生手続開始の申立てをした者で、同法に基づく裁判所からの更生手続開始の決定がなされていない者
4 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の再生手続開始の申立てをした者で、同法に基づく裁判所からの再生計画の認可の決定がなされていない者
5 千葉市物品等入札参加資格者指名停止措置要領（昭和６０年８月１日施行）又は千葉市建設工事請負業者等指名停止措置要領（昭和６０年８月１日施行）に基づく指名停止措置等を当該業務の参加申込書提出期限の日から審査による事業者決定日までの間に受けている者
6 千葉市内において、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）に違反している者　
7 私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律等の規定に抵触する行為を行っている者
8 法人税並びに消費税及び地方消費税を完納していない者
9 千葉県内に本店又は営業所を有する者にあっては、すべての千葉県民税を完納していない者
10 千葉市内に本店、支店又は営業所等を有する者にあっては、千葉市税（延滞金を含む）を完納していない者
11 千葉市暴力団排除条例（平成２４年千葉市条例第３６号）第９条に規定する暴力団員等又は暴力団密接関係者である者
[bookmark: _Hlk215096080]（２）株式会社千葉ロッテマリーンズから、本事業に係るアドバイザリー業務を受託している者でなく、また、当該受託者と資本面若しくは人事面において関連がある者でないこと。

様式第３号
令和　　年　　月　　日

（あて先）千葉市長

質　問　書

（質問者）
所　在　地　　
商号（名称）　　
代表者職氏名　　
電話番号　　
担当者職氏名　　
電子メール　　


「千葉マリンスタジアム再構築基本計画策定支援（技術的検討）業務委託」に係る公募型プロポーザルについて、以下のとおり質問しますので、その回答を求めます。

	№
	文書名
	頁数
	見出し番号
	項目名
	質問事項

	１
	
	
	
	
	

	２
	
	
	
	
	


※質問が無い場合は、質問書を提出する必要はありません。
※行が不足する場合は、適宜追加してください。


様式第４号
企　画　提　案　書

令和　　年　　月　　日
（あて先）千葉市長

（申込者）
所　在　地　　
商号（名称）　　
代表者職氏名　　




「千葉マリンスタジアム再構築基本計画策定支援（技術的検討）業務委託」に係る公募型プロポーザルについて、企画提案書を提出します。


（添付書類）
・企画提案概要書（様式第５号）
・工程計画（任意様式）
・業務実施体制（任意様式）
・同種同類業務履行実績（様式第６号）
・企画提案書（任意様式）
・参考見積書（任意様式）
	担当部署
	

	担当者
	

	電話番号
	

	E-mail
	




様式第５号　企画提案概要書
以下、評価する内容に沿って提案内容の概要・特にアピールしたい内容について簡潔に記載すること。
	審査項目
	評価対象
	評価する内容
	提案概要

	業務実施
能力
(30点）
	工程計画
（任意様式）
	・業務スケジュールに関し、工程計画が適確に組まれ、効率的な業務実施が期待できるか。
	

	
	業務実施体制(任意様式)
	・経験・知識・技術力のある人員が各委託項目へ適切に配置され、項目毎の連携体制がとられているか。
・業務全体を統括する体制が整備され、指揮・連絡系統が明確になっているか。
	

	
	同種同類業務
履行実績
(様式第６号)
	・本事業に類する充分かつ多様な実績を有しており、知識・ノウハウ・経験等を十分に活かすことが期待できるか。
	

	企画提案
能力
(120点)
	企画提案書
(任意様式)
	「業務理解」
・本業務の背景と重要性を深く理解しているか。
・一次・二次各検討段階における要点を深く理解し、具体的な課題が挙げられているか。
	

	
	
	「一次検討段階における業務実施方法」
・限られた期間において、スタジアム形式（屋外型および全天候型）を比較検討するためのモデルプランの作成方針と、比較のための評価項目が具体的に示され、よりよい成果が期待できるか。
・各モデルプランの建設・修繕コストの概算方法が具体的に示され、よりよい成果が期待できるか（算出する金額に客観性を持たせるための工夫が期待できるか。）。
	

	
	
	「二次検討段階における業務実施方法①（土地利用計画・配置計画・動線計画）」
・事業協力者からの提案に基づく「拡張機能」を含めた一体的なスタジアム実現に向けた、土地利用計画や配置計画、動線計画の検討方法が具体的に示され、よりよい成果が期待できるか。
・敷地外からスタジアム計画地への動線や出入口の位置、敷地内の周遊デッキや周辺施設との接続デッキなど、まちづくりの観点での動線計画の検討方法が具体的に示され、よりよい成果が期待できるか。
	

	
	
	「二次検討段階における業務実施方法②（各種影響シミュレーション）」
・スタジアムが及ぼす周囲への影響（特に、振動や騒音）や、スタジアム内に及ぶ影響（風・日射など）についてのシミュレーションや対応策の検討方法が具体的に示され、よりよい成果が期待できるか。
	

	
	
	「二次検討段階における業務実施方法③（コスト算出及び設計・建設工事期間の検討方法）」
・建設・修繕コストについて、二次検討段階でどのように精査し算出するか、その方法が具体的に示され、よりよい成果が期待できるか（将来的な建設コストの変動を見据える等、精度の高い算出が期待できるか。）。
・設計・建設工事期間について、検討方法が具体的に示され、よりよい成果が期待できるか（提示される期間に客観性を持たせるための工夫が期待できるか。）。
	

	
	
	「検討結果資料の構成・表現」
・一次・二次各検討段階における検討結果資料が、体系的で、かつ視覚的に分かりやすいものとなっており、適切な方針決定（スタジアム形式の決定・事業実施の判断）に資することが期待できるか。
	

	
	
	「他業務との連携」
・同時並行で行われる「事業化検討」「交通計画検討」業務との連携および本業務への反映方法が具体的に示されており、事業実施の判断に向けた効率的な業務遂行が期待できるか。
	

	
	
	「その他提案」
・上記のほか、本業務の目的を達成する上で効果的な提案がなされているか。
	



[bookmark: _Hlk53652490][bookmark: _Hlk53652518]注意事項　※本様式は企画提案に対する評価の参考とするため、提案者自身に提案内容のポイント整理をお願いするものであり、本様式への記載内容は各様式に記載されている内容であることから、本様式は評価の対象としない。
※日本工業規格によるＡ３版横置きで作成し、見開きしやすいようにＡ４版と同じ大きさに折りたたむこと。また、適宜行の高さを修正し、２ページ以内に収めること。
※提案者記載欄は、１０．５ポイント以上のフォントを用いること。
※提案者を特定できる内容の記述（社名等）を記載しないこと。
※作成にあたり、本注意事項を適宜削除し作成して構わない。

様式第６号　同種同類業務履行実績
	№
	委託名
	発注者
	契約金額
	業務履行期間
	対象施設について
	委託概要
	本業務委託に特に役立つと考えられる点

	
	
	
	
	
	種別
(新設/改修)
	施設規模
（改修面積）
	本拠地とする
チーム名
（本拠地でない施設の場合は競技名）
	プロスポーツ興行の
年間開催日数
	
	

	1
	
	
	
	
	
	（延床面積）
○○㎡
（収容人数）
○○人
	
	約○○日
	
	

	2
	
	
	
	
	
	（延床面積）
○○㎡
（収容人数）
○○人
	
	約○○日
	
	

	3
	
	
	
	
	
	（延床面積）
○○㎡
（収容人数）
○○人
	
	約○○日
	
	

	【同種業務】
· 日本国内におけるプロスポーツチームの本拠地となるスタジアム・アリーナの新設に係る基本計画または基本設計を元請けとして受注している業務（DB方式やPFI方式等の包括的な契約において、基本計画または基本設計にあたる部分についての履行及び完了が明らかなものは実績として認める。）
【同類業務】
· 日本国内におけるプロスポーツ興行の利用を想定したスタジアム・アリーナの新設に係る基本計画または基本設計を元請けとして受注している業務（DB方式やPFI方式等の包括的な契約において、基本計画または基本設計にあたる部分についての履行及び完了が明らかなものは実績として認める。）
· 日本国内におけるプロスポーツチームの本拠地となるスタジアム・アリーナの改修に係る基本計画または基本設計を元請けとして受注している業務（DB方式やPFI方式等の包括的な契約において、基本計画または基本設計にあたる部分についての履行及び完了が明らかなものは実績として認める。）

	※日本工業規格によるＡ３版横置きで作成し、見開きしやすいようにＡ４版と同じ大きさに折りたたむこと。また、適宜行の高さを修正し、１ページ以内に収めること。
※提案者記載欄は、１０．５ポイント以上のフォントを用いること。
※提案者を特定できる内容の記述（社名等）を記載しないこと。
※平成27（2015）年4月1日から企画提案参加申込までの間に履行完了した業務を記載すること。
※記載した業務については、その実績が確認できる書類（契約書の写し、認定書の写し、TECRIS登録書など）及び業務内容がわかる資料（仕様書など）を添付すること。
※作成にあたり、本注意事項を適宜削除し作成して構わない。



